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煙
洲
鈴
木
達
治
先
生
米
寿
覗
賀
会
の
記

　
昭
和
二
十
二
年
煙
洲
先
生
の
喜
寿
の
お
祝
を
盛
大
に
挙
行
す
る
計
画
が
あ
つ
た
が
、
先
生
か
ら
七
十
七
才

位
で
祝
つ
て
も
ら
い
た
く
な
い
八
十
八
に
で
も
な
れ
ば
盛
大
に
祝
つ
て
も
ら
い
た
い
と
言
は
れ
た
の
で
当
時

は
形
だ
け
の
お
祝
に
と
ど
め
た
。
後
で
先
生
に
う
か
ダ
う
と
、
ど
う
せ
八
十
八
ま
で
は
生
き
な
い
だ
ら
う
か

ら
盛
大
に
ゃ
つ
て
く
れ
と
言
つ
て
お
い
て
も
皆
な
に
迷
惑
を
か
け
る
様
な
こ
と
は
な
い
だ
ら
う
と
の
事
で
あ

つ
た
。
と
こ
ろ
が
い
つ
の
間
に
か
八
十
八
才
を
迎
え
る
こ
と
に
な
つ
た
。
横
浜
工
業
会
の
理
事
会
で
米
寿
祝

賀
会
の
計
画
が
議
題
と
な
り
盛
大
に
挙
行
す
る
に
は
三
味
一
体
を
標
榜
し
て
育
て
＼
き
た
横
浜
高
等
工
業
学

校
（
現
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
）
横
浜
工
業
専
修
学
校
（
現
横
浜
工
業
高
等
学
校
）
神
奈
川
県
立
商
工
実
習

学
校
（
現
神
奈
川
県
立
商
工
高
等
学
校
）
三
校
同
窓
会
が
主
催
す
る
こ
と
と
し
、
三
十
三
年
三
月
三
校
同
窓

会
の
幹
部
が
集
り
、
具
体
案
を
検
討
し
と
り
あ
え
ず
三
校
同
窓
生
が
集
れ
る
会
場
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り



県
立
音
楽
堂
が
選
ば
れ
、
会
場
の
都
合
で
七
月
五
日
と
決
定
し
、
夫
々
三
校
同
窓
会
々
員
に
周
知
賛
同
を
得

た
。　

記
念
　
事
業

一
、
煙
洲
先
生
執
筆
に
な
る
「
煙
洲
残
筆
」
を
出
版
し
、
広
く
配
布
す
る

二
、
祝
賀
会
の
模
様
を
八
ミ
リ
映
画
に
撮
り
贈
呈
す
る

三
、
祝
賀
会
の
模
様
テ
ー
プ
に
記
録
し
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
共
に
贈
呈
す
る

四
、
祝
賀
会
の
記
念
写
真
帳
を
作
成
し
贈
呈
す
る

五
、
金
一
封
を
贈
呈
す
る

　
祝
賀
会
　
七
月
五
目
午
後
二
時
－
三
時
　
県
立
音
楽
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
祝
宴
　
〃
午
後
五
時
－
七
時
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

　
右
の
如
く
決
定
し
た
。

　
後
に
祝
賀
記
念
事
業
に
蔵
前
高
等
工
業
学
校
門
下
生
有
志
の
方
々
が
賛
同
き
れ
た
こ
と
は
本
記
念
事
業
に

一
層
輝
し
い
花
を
添
え
る
こ
と
＼
な
つ
た
こ
と
は
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
事
で
あ
る
。

　　　　　　　　　皿
　　　　　　　二
　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　｝　　　　一　一　　　一　　＝　『一　　一一　一　一

二
五
三



二
五
四

煙
洲
鈴
木
達
治
先
生
米
寿
祝
賀
会
　
　
（
昭
和
…
犀
七
月
五
日
；
蒔
よ
り
）

式
　
　
次
　
　
第

　
　
司
　
会
　
　
工
専
会
　
神
村
清

一
、
母
校
音
楽
部
演
奏

e
横
浜
工
業
高
等
学
校
、
商
工
高
等
学
校
合
同
演
奏

　
　
　
　
　
指
揮
　
横
浜
工
業
高
等
学
校
　
　
菅
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
L
横
浜
高
等
工
業
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
　
名
自
由
の
園
（
エ
ル
キ
ヤ
プ
タ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
翫
　
国
民
の
象
徴
（
キ
　
　
ン
　
　
グ
）

口
横
浜
国
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
指
揮
　
磯
　

山
　
　
　
進
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
L
横
浜
国
立
大
学
学
生
歌

　
　
　
　
　
　
　
且
　
い
ざ
や
吾
等
（
ド
イ
ツ
学
生
歌
）

一
　
郎
　
氏

日召

次
　
氏



　
　
　
　
　
　
　
a
記
念
祭
の
歌
（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
）

日
神
奈
川
県
立
商
工
高
等
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ソ
ド

　
　
　
　
　
指
揮
　
国
　

田
　
　

正
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
L
グ
ラ
ス
ス
リ
ッ
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
名
タ
ン
ホ
イ
ボ
ー

二
、
開
会
辞
　

商
工
実
習
鈴
木
義

三
、
経
過
並
記
念
事
業
報
告
横
浜
工
業
会
鈴
木
洋

四
、
卒
業
生
代
表
祝
辞

e
　
横
　
浜
　
工
　
業
ー
会
　
　
山
　
　
口
　
　
辰
　
　
男
　
　
君

口
商
工
実
習
大
須
賀
与
喜
三
君

日
工
　
専
　
会
遠
山
栄
雄
君

五
、
記
念
品
贈
呈

e
三
校
代
表
右
三
名

口
　
横
浜
国
大
工
学
部
教
授
会
代
表
　
永
井
彰
一
郎
先
生

二雄

君氏二
五
五



　
　
祝
宴
（
昭
和
≡
二
年
七
月
五
日
宅
時
よ
り
）

　
　
　
　
式
　
．
次
　

第

　
　
司
　
　

会
　
　
　
　
横
浜
工
業
会
　
　
山

｝
、
開
宴
の
辞
　

工
専
会
神
村
清
一
郎

二
、
乾
　
杯
横
浜
工
業
会
阿
部
滋
弘

三
、
食
　
　

事

四
、
卒
業
生
代
表
祝
辞

e
横
浜
工
業
会
　

菅
　
　
要
　

助
　
君

　　工
阿神業
　　会部村

　清
滋

　　山
弘
　郎
　　口君君

　　辰

男

君

　九八七六　、　　 、　　 、　　 、

　閉万煙来
母
　会才洲賓
校　　鈴
立の三木祝
目

　辞唱達辞楽
　　　治
部　　先
　　　生演

奏工商御

専議鈴

　会習
　　　　木

小松
　　　盲　　　／」、
竹村

　善　平
豊

　次
　　　先春郎

君君　生
五
六



　　　　　　　　一　　　　　　　一　一　　　　　一　　　　｝　　
　｝
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八七六五　、　　　、　　　、　　　、

口
商
工
実
習
　
　
　
渋
　
　
谷

⑫
工
　
　
専
　
　
会
　
　
川
　
　
村

来
賓
祝
辞
　
　
　
　
　
　
野

煙
洲
鈴
木
達
治
先
生
挨
拶

懇
　
　
談

閉
宴
の
辞
　
商
工
実
習

村秀

洋義郎

＝⇒　君
一君

氏

野
　
村
　
常
　
雄
　
君

　
特
に
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ソ
ド
会
長
野
村
洋
三
氏
は
煙
洲
先
生
よ
り
一
年
早
く
三
十
二

年
米
寿
迎
を
え
ら
れ
た
方
で
あ
る
が
力
の
こ
も
つ
た
声
の
大
き
い
祝
辞
に
は
一
同
に
大
い
な
る
感
銘
を
与
え

，
特
に
煙
洲
先
生
を
力
づ
け
野
村
き
ん
に
負
け
て
は
お
れ
じ
と
こ
れ
又
老
人
と
は
思
え
な
い
元
気
を
出
し
て
挨

拶
き
れ
老
い
て
益
々
健
在
な
る
様
子
を
如
実
に
示
し
一
同
大
い
に
よ
ろ
こ
び
あ
つ
た
。

　
参
加
者
数
は
、
音
楽
堂
祝
賀
会
四
五
〇
名

　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ソ
ド
祝
宴
　
六
〇
〇
名

二
五
七



二
五
八

編
　
集
　
後

記
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皿　　　

　
煙
洲
先
生
の
随
筆
第
四
部
の
最
終
的
編
集
を
徹
夜
で
終
つ
た
朝
ま
だ
き
、
私
の
初
孫
が
産
声
を
挙
げ
た
。

こ
の
煙
洲
残
筆
の
原
稿
を
手
に
し
た
の
は
三
三
年
の
八
月
の
暑
い
頃
で
あ
つ
た
が
、
五
ヶ
月
を
経
て
漸
く
編

集
の
ゴ
ー
ル
に
入
つ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
一
方
で
は
先
生
の
原
稿
は
ほ
と
ん
ど
全
部
三
校
を
終
つ
て
い
た

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
会
員
に
お
願
い
し
た
原
稿
が
集
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
私
は
先
生
の
御
著
の
編
集
を
二
度
扱
つ
た
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
戦
後
ま
も
な
く
刊
行
し
た
煙
洲

漫
筆
、
そ
し
て
こ
の
残
筆
で
あ
る
。
私
は
決
し
て
編
集
の
専
門
家
で
は
な
い
全
く
の
素
人
で
あ
る
。
た
ゾ
ま

あ
技
術
屋
の
仲
問
と
し
た
ら
多
少
人
よ
り
も
余
計
に
原
稿
書
き
を
し
て
い
る
と
い
つ
た
程
度
で
あ
る
。
そ
れ

な
の
に
毎
度
、
御
著
の
刊
行
に
当
つ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
「
好
き
こ
の
ん
で
」
と
い
う
の
か
も
し
れ
な

い
。
今
回
の
編
集
は
、
私
と
し
て
は
、
最
も
忙
し
か
つ
た
時
期
に
ぶ
つ
か
つ
て
い
て
、
寸
暇
を
ひ
ね
り
出
す

の
も
困
難
な
時
期
だ
つ
た
の
に
も
か
＼
わ
ら
ず
、
敢
え
て
御
引
受
け
し
た
の
は
、
私
が
先
生
の
文
章
に
接
す

る
の
が
楽
し
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
「
私
の
楽
し
み
」
の
た
め
に
御
引
受
け
し
た
の
で
あ
つ

て
、
先
生
に
と
つ
て
は
、
或
は
御
迷
惑
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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不
出
来
で
あ
つ
て
も
御
と
が
め
を
仰
せ
ら
れ
な
い
先
生
の
御
寛
容
の
袖
に
か
く
れ
て
、
自
分
の
楽
し
み
に

ふ
け
る
な
ど
は
「
以
て
の
他
」
の
そ
し
り
を
免
か
れ
ぬ
と
は
知
り
つ
㌧
も
敢
て
御
引
受
け
し
た
厚
顔
と
無
恥

を
、
同
窓
諸
兄
は
許
し
て
下
き
る
か
ど
う
か
。

　
そ
れ
で
も
、
先
生
の
御
気
に
召
す
よ
う
な
も
の
に
と
、
弱
い
脳
を
ず
い
分
と
い
じ
め
つ
け
た
の
で
あ
る

が
、
幸
い
に
多
く
の
同
窓
諸
兄
の
御
援
助
に
よ
つ
て
ど
う
や
ら
こ
の
よ
う
な
も
の
が
出
来
上
つ
た
の
で
あ
る

が
、
た
ダ
た
ず
先
生
の
御
寛
容
を
お
願
い
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　
本
書
刊
行
に
当
り
、
装
偵
に
御
努
力
を
願
つ
た
田
辺
謙
輔
き
ん
、
写
真
に
腕
を
振
る
わ
れ
た
柿
沢
さ
ん
、

印
刷
製
本
に
商
売
抜
き
に
し
て
協
力
下
き
つ
た
山
陽
印
刷
さ
ん
と
そ
の
田
村
社
員
に
お
礼
申
上
げ
る
と
共

に
、
刊
行
の
黒
幕
に
あ
つ
て
采
配
を
ふ
る
わ
れ
た
鈴
木
洋
二
さ
ん
は
じ
め
米
寿
記
念
事
業
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
方
に
厚
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
昭
和
三
十
四
年
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
口
　
　
辰
　
　
男
　
　
記

二
五
九


